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スピン系の高速ダイナミクスの研究に関しては、様々な強磁性体あるいはフェリ磁性体にフェ

ムト秒レーザーパルス光を照射したときに起こるスピン系の変化（磁化の減少）をサブピコ秒の

時間分解能で検出する研究が盛んに行われている[1]。そのための実験手法の中心は、入射光の偏

光の過渡的な変化を検出する時間分解カー効果（あるいはファラデー効果）測定である。強磁性

体に光を照射したときに生じる電子励起のエネルギーは、格子系だけでなくスピン系にも移行し、

その結果として磁化の減少が生じる。この磁化の減少は、スピン励起の直接放出による超高速過

程、及び、格子系を介して生じるスピン系の温度上昇による過程に大別される。後者は、スピン

―格子相互作用の大きさに支配される。実際に、この過程による磁化の減少の時定数はスピン―

軌道相互作用（磁気異方性）の増加とともに減少することがわかっており、ナノ秒から短い場合

にはピコ秒のオーダーになる [2, 3]。強磁性体において、磁場を印加した状態で光を照射してスピ

ン系の温度上昇を誘起すれば磁化を反転させることが可能となるが（磁気記憶）、その過程におけ

るスピンダイナミクスの空間分解測定も行われている [4, 5]。また、円偏光照射による逆ファラデ

ー効果 [6] やテラヘルツ電磁波の磁場成分を利用したスピン系の制御 [7, 8]も試みられている。 

本講演では、上記の光励起による磁化の減少に関するスピンダイナミクスの研究を簡単に概観

した後、それらとは異なる物理的機構や実験手法に基づく新しい光誘起スピンダイナミクスの研

究として、強相関電子系遷移金属酸化物における以下の三つのトピックスを紹介する。 

(1) マンガン酸化物の光誘起反強磁性絶縁体―強磁性金属転移 [9]とスピンダイナミクス [10-12] 

(2) 反強磁性絶縁体銅酸化物における光励起状態の超高速緩和 [13-15] とコヒーレントスピンダ

イナミクス [16] 

(3) フェリ磁性体鉄酸化物における光誘起高速磁化変調によるテラヘルツ放射 [17] 
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